
株式会社ジェイコム埼玉・東日本 

（埼玉県央局、越谷・春日部局、草加局） 

2019年度 放送番組審議員会 議事録 

 

【日  時】 2020 年 2月 18日（火） 15：00～17：30 

【場  所】 株式会社ジェイコム埼玉・東日本 越谷・春日部局 会議室 

 

＜放送番組審議委員＞ 

ご出席（五十音順） 

尾 堤  宏さま     川 西  潤 一さま 

小 松  政 毅さま   宮 城  美 由 紀さま  

 

ご欠席（五十音順） 

西 谷  友 孝さま   丸 岡  淳さま 

三 輪  祐 子さま 

 

・放送番組審議会についての説明及び審議委員の委嘱期間の説明を行った。 

・委員の互選と事務局からの推薦により、議長に尾堤委員が就任した。 

・事業者側から現況報告及び新サービス内容、Ｊ：ＣＯＭチャンネルの取り組みにつき報告があった。 

 

【審議】（尾堤議長により進行） 

◆番組名「デイリーニュース」について  

  

（委員：居住地域以外の情報が見られる）  

・居住地域以外のほかの地域、よその街の情報やニュースが視聴出来て良い。 

・アナウンサーの声が聞きやすく、印象もとても良い。  

・子どもに関する取材ネタを選定したら、そのお母さんとなる加入層へ響く、視聴層が増やせるのでは 

ないだろうか。  

→取材対象、告知への出演など検討したい 。 

  

（委員：季節に応じた啓もう告知） 

・番組内で季節や時期に応じた啓もう告知をもっと実施しては？今の時期（冬）なら、インフルエンザ 

予防でうがい手洗いの衛生面に関してや地域内のインフルエンザ感染者数等の告知をするなどをして 

欲しい。  

→時節に応じた告知ができるよう検討したい。  

  

 

 



 （委員：番組のオープニング映像に関して）  

・外の風景（定点カメラ映像）が現れてから、ニュースのラインナップが表示されるところに 

注目すべきニュースのタイトルを分かりやすく付けてはどうか。 

・定点カメラの映像が印象がモタッとしているので、アップから引きの画にしながらタイトル出し等 

変化が欲しい 。 

また 17時では外が暗い時間帯もあるため、午前中に撮影した映像を利用するなど変化をつけてみて

はどうか。 の外の風景に動きが有った方が良い。 

→映像のサイズを変えることはできるが、定点カメラの性能上で動きを付けると映像がカクカクして 

しまうので、いろいろなバリエーションを用意して交差点などに寄った映像等、オープニングの映像

については検討していきたい。  

 

（委員：集客を意識したイベント告知をして欲しい） 

・イベントものに関しては、当日の事後放送だけではなく、開催２、３日前にイベント情報を放送して 

 集客につながる効果的な放送をして欲しい。 

また、キャスターなどが現地で体験をしている様子を取材したら良いと思う。  

→数日前に事前告知を行ったイベントもあるが、同様の案件では配慮して行いたい。 

また、「行きたくなる」「来たくなる」ように映像上の演出、きれいに撮るための努力は継続したい。  

  

（委員：視聴者も参加できるような情報発信をして欲しい） 

・研修会や講演が次回の実施があるのか？紹介した製品等がどこに行けば購入できるのか？ 

視聴者がどうしたら関わることができるのかという目線で伝えて欲しい。 

→主体的に自分自身が関わるとしたら、どのような情報が必要なのかの目線で改善したい。  

  

（委員：消防訓練や避難訓練等のニュースは臨場感のある映像で放送して欲しい） 

・訓練等のニュース映像でもたっとしている感じの映像があったので、訓練等は臨場感のある映像の 

撮り方をして欲しい。  

→メリハリのある映像でお届けできるように努力していきます。 

 

◆番組名「言葉をひろう」について  

  

（委員：演出にひと工夫が欲しい） 

・丁寧な取材で生き生きとした映像に仕上がっているので、見入ってしまった。 

ただ、催しでの映像に関して、観客が少ないように見えたため、カメラの演出で観客が多く入ってい

るように見える工夫をして欲しい。  

  

（委員：視聴できる機会を増やして欲しい） 

・県内の学校に貸与するなど、広く知る機会を増やして欲しい。DVDの寄贈は毎年行って欲しい。  

→2017 年に埼玉県教育局へ寄贈した実績はあるが、これ以降実施していないので再検討し、視聴できる



機会を増やす工夫は継続したい。  

  

（委員：オープニングで惹きつける工夫があればより良い番組になるのでは？） 

・オープニングで視聴者を惹きつけるようなドラマチックな動きを付けて、見出しとなる一言を入れる

などの工夫をしてみてはいかがでしょうか。 

・オープニングの段階で、どんな人物が登場するのか、どのような内容かあらかじめ見えたほうが良い

のでは。 

→「つかみ」を意識した工夫などを検討したい。  

  

 ◆番組名「埼玉全力アスリート」について  

 

（委員：継続して県内の有力なアスリートを紹介して欲しい） 

・オープニングからわかりやすい番組であり、トップではなく、二番手三番手のアスリートを紹介して

いるところが共感できて応援したくなる。 

・継続して全国的にまだ無名だがギリギリ代表に選ばれるような有力なアスリートを紹介して欲しい。 

・オリパラで話題性がある、地元のアスリートが紹介されるから共感が持てる。 

見たかった番組であり五輪の機運醸成に寄与できる。番組制作は継続して欲しい。  

  

（委員：アスリートの普段の生活を紹介して欲しい） 

・普段の生活の様子などをもう少し見せられたら、もっと人柄や人間性が垣間見えてよいと思う。  

→プライベート NGの方もいるが、継続して取材していきたい。  

  

（委員：番組宣伝に工夫が必要） 

・デイリーニュース等での番組宣伝スポットを出して欲しい。 

・見逃し視聴やアーカイブで視聴できるとよい。例えば Youtubeなど 。 

→もっと広く番宣できるよう SNS 等も利用していくよう検討したい 

  

◆ その他事項 

・ど・ろーかるアプリで見たい番組に行き着くまでに経路が複雑。 

・リニューアルでよくなったがもっと使い勝手を改善してほしい。もっと視聴者の意見が言える場を設

けてはいかがでしょうか。 

 

◆閉会（尾堤議長） 

 今後も積極的に地元の視聴者からのご意見をくみ上げてより良い番組作りに貢献できるようにしてい

きたいと思います。 

 これで 2019年度放送番組審議員会を終了します。 

以上 


